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１  開会 
 

市原：皆さん、こんにちは。第３回学校運営協議会を行います。 
 

２ 内容 
 

（１）会長挨拶 
 

大変な状況の中で出席いただきましてありがとうございました。今日は面接が予定されてい

るので、１時間でなるべくスケジュール通りに終わらせたいと思います。伝達事項については

いくつかあるので補足しながら進めていきます。 
 

（２）校長挨拶 
 

皆さん、お忙しいところありがとうございます。学校のために感謝申し上げます。コロナの

関係で本校は修学旅行を中止しました。八王子市では２０校が延期または中止、１８校は実施

または実施予定です。本校では来月１０日体育大会を午前中行います。雨天時は授業に振り替

えます。来年度の学校規模については３年生４クラス、２年生４クラス、１年生は３クラス特

別支援学級３クラスの予定です。生活指導は１年生が多いです。学習教室、反省も含めてあり

がとうございました。 
 

（３）夏季学習支援教室について 
 

   校長：両面印刷されているプリントをご覧ください。表は教職員の反省と生徒の出席状況、

裏は生徒のアンケートです。米倉さんから様子を話していただきます。 

   米倉：うまくいったと思います。２学期以降どうするのかが課題です。予算は１４万３千円

しかありませんので、不足することが予測されます。解決するために生川さんと頑張りました。 

   生川：事務局として先生としても参加しました。非常にいい経験をさせていただきました。

個別指導は子どもにとって有効であることが分かりました。継続して救っていければと思いま

す。先生側としても楽しかったです。やりがいを感じました。地元の生徒たちなので親近感を

覚えました。地域の活性化につながる具体的な活動だと思います。近隣の三団地で世話人を決

め先生の募集を行う予定です。ゆくゆくは別所地区全体に広げていければと思います。話は変

わりますが、教育支援ボランティアについてです。学校の支援についてのお話です。事情を話

すと奥様方が３～４人協力していただけることになりました。ありがたい経験をさていただき

ました。今後に生かしていきたいと思います。 

  米倉：低学力者を救うには個別対応しかないと感じました。 

杉山：やるからには全員で意思統一を行っていかなければならないですね。 

円城寺：数学だけなのですか。 

校長：学校では他教科も行っています。学運協では今回は１年生の数学のみを行いました。 
 

（４）学校評価・アンケートについて 
 

   市原：保護者・生徒のものは後日集計してお示しします。委員の皆様でお手元にお持ちの方

はご提出お願いします。 
 

（５）教員との面接について 



   市原：９名申し込みましたが７名で今年度は実施いたします。ご協力をお願いします。 

   杉山：今年度も円城寺さんと先生方との面接を実施します。良い教育には学校の環境が大切     

で、教員の生の声を聞き、問題を見つけ解決できればと思っています。先生方にはここで聞い

たことは学運協に匿名で上げることを伝えます。緊急性があることは迅速に解決し、解決が無

理な場合は校長先生に対応してもらいます。時間は１５分を予定しています。フランクな雰囲

気で実施できるようにします。 

円城寺：先週土曜日２人で打ち合わせをしました。委員の皆さんは何か聞いてほしいことは

ありますか。 

杉山：私と円城寺さんでアドバイスできることはやります。校長先生は聞いてみたいことは

ありますか。 

校長：この学校で新しく取り組みたいことは何かです。 

杉山：次回まとめて報告させていただきます。 
 

３ 次回の日程確認 
 

  市原：次回は令和２年１０月１０日（土）１３時３０分からです。学校長からお知らせがあります。 

校長：教職員の人事に関する意見具申についてご意見を伺いたいです。昨年度バレーボール部の顧

問が必要なことを伝えたら、実現しました。学運協の声は届くようです。もう１つ、次年度の学運協

企画事業予算執行計画書についてですが、内容も含めて検討をお願いしたいです。 

米倉：学習教室と学校支援について考えています。 

生川：学校支援はボランティアでいいのではないでしょうか。 

米倉：学校が困ったとき地域が助けるのはいいことだと感じました。 

杉山：大学生はダメなのですか。 

生川：ダメな場合もあります。 

米倉：松木中は夏休みに大学生を招いて補習授業をやっています。 

円城寺：学校支援は無償の方がいいと思います。継続して行うことが大切です。 

杉山：多くの生徒がトイレに並んでいましたが、どうしてですか。 

市原：工事のためにトイレが不足しているからです。 

米倉：まだ改善されていないのですか。 

市原：いくら伝えても改善されません。果たしてこれでいいのか悩んでいます。水道も同様です。 

杉山・円城寺：私たちでできることはやりますよ。要望書も作りますよ。学運協の名前で抗議文を

作りましょう。 

校長：体育大会には来賓は呼びませんが、見学にいらしてください。 

校長：（市原へ）皆さんに意見を言ってもらってください。 

森：学習教室では生徒に予算を負担してもらってもいいのでは。 

能渡：新１年生に部活紹介のビデオを作ったと聞いたのですが…。 

校長：事実です。小学校で見てもらう予定です。 

小山：別所中の部活動の実績がすごいのですが…。 

校長：テニスもそうですが、陸上部も実績を挙げています。 
 

４ 閉会 
 

校長：次回は１０月１０日の１３時３０分からです。その次の回は業者による修学旅行のプレゼン

を聞いてもらう予定です。 

市原：以上で学運協を終わります。ありがとうございました。 


